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　スイドウ（水洞）というのは、谷あいから流れ出
る自然水を、耕地の下にくぐらせた水路で樋を使っ
て必要な水量だけを取り込み、下方の水田へと送る
しくみをいいます。必要な水を適温で確保しつつ耕
地を広く取れるようにした工夫で、生産を高めるた
めの灌

かんがい

漑用に用いられていたのです。
　久賀のスイドウの研究は、宮本常一先生と地元の有
志によって早くから進められていました。宮本先生は
庄地のスイドウについて次のように述べています。
　「庄地部落の北につづく東向きの斜面の棚田の石
垣はまったくみごとである。径 2mもあるような石
を積みかさねたところがある。まるでお城の石垣の
ようである。こういう石垣はこれをつきあげて以来
一度もくずれたことはなかったであろうが、そのは

じめここに田をひらいたころの農民の苦心のほどが
しのばれる。」（宮本『民衆の知恵を訪ねて』）　
　約 700 年前に高度な石工の技術により構築された
スイドウは全国的にもめずらしく、久賀特有のもの
で、1972 年 5 月 12 日に山口県の有形民俗文化財に
指定されました。
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受
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検
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。
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